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の 真夜 中 、 深 夜 2 時 の リフ ト ・ オ フ と な っ 
た 宇宙 ステ ーション 補給 機 (HTV) 技術 実 
証 機 を 載せ た H-IB ロケ ッ ト 試 験 機 の 打ち 


見 事 に 成功 し まし た 。 本 号 が 皆 さ 
は 、HTV が 国際 宇宙 ステ ーション 


に 結合 し 、 そ の 物資 輸送 の 役割 を 着 々 と 果たし て いる こ 
と と 思い ます 。 今回 の 打ち 上 け げ 成 功 は 、 新 型 ロ ケッ ト H- 


IIB の 誕生 を が す と 同時 に 、 国 際 宇 宙 ス テー ショ ン の 運用 
に いよ いよ 日 本 が 本 格 的 に 参画 し て いく マイ ルス トー ン と 
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な る も の で す 。 人 巻頭 で は 「 き ぼう 」 日 本 実 
験 棟 の 完成 と 、 無 事 4 か 月 半 の 長期 滞 


在 を 終え て 地上 に 戻っ て きた 若田 
光一 宇宙 飛行 士 の 帰 本 直後 の イ 
ンタ ビュ ー を 掲載 し まし た 。 長 
い ミ ッ シ ョ ン を 終え て な お 元気 
いっ ぱい の 語り 口 に 驚き ます 。 
か つて H-IA ロケ ッ ト の プロ 
ジェ クト マヤ マネー ジャ と し て 且 - 
IIB 開発 の 端緒 を 開い た 未 藤 守 
さん に 、 今 回 の 打ち 上 げに 至る 
道のり を じっくり 話し て も らい 
まし た 。 9 月 に 新た に 採用 され 
た 宇宙 飛行 士 候補 者 の 喜び の 声 
も 載せ て いま す 。 JAXA が こ 
れ ま で 歩ん で きた 道のり と 今後 
の 指標 を 、 誌 面 か ら 読 み と っ て 
いた だ けれ ば 幸い で す 。 
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相模 原 キ ャ ン パ ス で は 、 夏 の 一 般 公開 で 来場 者 アン 
ケー ト を 集め て いま す が 、 そ の 中 に 「 内 容 が 多く て 1 
日 で は 回 りき れ な い 」、「2 日 な いし 年 2 回 開催 し て ほ 
し い | と いっ た 意見 が 数 多く あり まし た 。 こ れ を 受け 
て 、 2 日間 、 あ る い は 年 2 回 の 開催 が 過去 何 回 か 検討 
され まし た が 、 結 局 立 ち 消え に な っ て いた よう で す 。 
年 2 回 の 開催 は 、 同 じ JAXA の 筑波 宇宙 セン ター 
で は 実績 が あり ます が 、 手狭 な 相模 原 で は 手間 や 経費 
な どか ら 現 実 的 で は な いよ う で し た 。 そ こ で 当初 案 と 
し て 、 ま ず | 土日 連続 開催 ] を 提示 し まし た が 、 労 務 
管理 的 な 問題 な ども あっ て 、 最 終 的 に 広報 委員 会 か ら 
「 金 土 連続 開催 ] と いう 妙 案 を いた だ きま し た 。 と い 
うわ け で 、 異論 も あり まし た が 、 と りあ え ず 前 へ 一 歩 、 
足 を 踏み 出し て みた の が 、 今 回 の 7 月 24・25 日 の 一 
般 公 開 で し た 。 


来場 者 た け で な く 内 部 に も 好評 


平日 で 雨 だ っ た せい も あっ て か 、 初 日 の 来場 者 は 
4.320 人 ( 三 相 模 原 キ ャ ン パ ス 会 場 の み ) に と どまり 
まし た が 、2 日 目 の 土曜 日 は 、 来場 者 が 昨年 実績 を か 
な り 上 回 る 9,.268 名 と な り 、 2 日 間 合 計 で 1 万 3.588 
名 と 出 まし た 。 

日 程 と 会 場 の 拡大 に 伴い 、 実 施 内 容 に 変化 を も た せ 、 
マン ネリ を 打破 する こと も 可能 に な り ま し た 。 た と え 
は 今回 初 参加 と な っ た フィ ルム セン ター の 映写 ホー ル 
で は 、 大 人 向け の 宇宙 科学 セミ ナー を 実施 し まし た 。 
好評 で し た の で 、 定 番 化 させ る 方 向 で 進め た いと 思っ 
て いま す 。 

また 、 実際 に や っ て みる と 、 参 加 者 の アン ケー ト だ 
け で は わか ら な か っ た 2 日 公開 の メリ ッ ト が 見 えて き 
まし た 。 参 加 す る 側 に は 、2 日 間 連 続 で じっくり 見 学 
し た り 、 日 を 選ん で 混雑 を 避け た り 、 都 合 の いい 日 に 
参加 で きる と いう こと が あり ます 。 実施 する 側 は 、 も 
ちろ ん 体力 的 に 大 変 で し た が 、 初 日 に 気づい た こと を 
翌日 の 展示 内 容 に 反映 で きた り 、 準 備 と 撤収 が 別 の 日 


に な る な ど 、 い い 部 分 も あり まし た 。 

ーー 昨年 か ら 相 模 原 キャ ン パ ス の 展示 室 は 土日 含め て 
常時 見 学 で きま す の で 、 年 に 一 度 の 一 般 公 開 は 、 来 年 
か ら 「 特 別 公開 」 と いう 名 称 に し て 、 さ ら に より よい 
公開 に し て いき た いと 考え て いま す 。 


まだ まだ 続く お 祭り 行脚 


今年 か ら 始 め て いる も う 1 つの 試み は 、 地 域 で 行わ 
れ て いる お 祭り や イベ ント へ の 参加 で す 。 人 を 集め る 
の で は な く 、 人 が 集まる と ころ に 出 て 行っ て 、 宇 宙 の 
研究 開発 の 内 容 や 、 地 域 に その 拠点 が ある と いう こと 
を 知っ て も らい た い 、 と いう の が ね らい で す 。 

今年 の 夏休み 期間 は 、「 ふ ちの ぐ べ 銀 河 ま つり 」、「 橋 
本 七夕 まつ り 」、「 大 野 南 ふる さと まつ り ]| に 出展 させ 
て いた だ き 、 若 田 光一 宇宙 飛行 士 か ら 相模 原市 民 に 向 
けた ビデ オメ ッ セ ー ジ を 流し た り 、 人 望遠鏡 を も ち 込 ん 
で 月 や 木星 の 観望 会 な ど を 行っ て 好評 を いた だ きま し 
た 。 秋 か ら 冬 に か け て も 、「 相 模 大 野 お お の 万 灯 ま つり ] 
や 相模 大 野 北口 商店 街 の ハロ ウィ ン な ど 、 ま だ まだ イ 
ベン ト は 続き ます 。 


こ 精 キ ま 2 そ 寄 開 1 過 合 
れ 力 ざた 日 れ せ 催 日 去 わ 
ら - 的 る 最 間 に らし だ に せ 
相 に ス 近 連 応 れ て け 多 て 
模 行 周 は 続 を てく ぜ で く 施 
原 う 辺 呈 の た よ の ) 設 
の く の 央 公 金 ま いく 来 の 
言 ま 地 会 開 上 た の 千 孝 般 
い 主 城 の ミリ 日 者 公 
夏 す 波 の を 曜 が り 科 の 会 
* 行 存 試 グ 守 の 開 
を ム nr の を の 
総 証 実 契 行 ごい 文 な か を 
后 軸 の 感 『 な ト い ち 行 
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ま 一 環 誠 た ーー は 年 
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演 溢 守 褐 衣 華 に 


阪本 成一 
Sakamoto Seiichi 

宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 孝 
授 。 専門 は 電波 天文 学 、 星 間 物 
理学 。 宇宙 科学 を 中 心 と し た 広報 
普及 活動 を は じ め 、 ロ ケッ ト 射 坦 
周辺 漁民 と の 対話 や 国際 協力 な ど 
「 た い が い の こと 」 に 挑戦 中 。 写真 
は 、 今 年 の 相模 原 キャ ン パ ス 一 般 
公開 で 初め て 行っ た 宇宙 科学 セミ 
ナー に て 、 司 会 中 の ひと こま 
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色 る 1 ア 必 て つ 提 早 つ 全 で 内 季 で る の 鹿 意 背 が 直 
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中 ェ 症 還 まま l を 
"ひと が た "を 製作 中 の シャ ミト フ 宇 宙 飛 行 士 ( 左 、 NASA 提 供 ) と 地球 帰 後 、 米 林 氏 に 届け られ た 作品 
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S( の の 一 ) ヾ Ym パ 一 山国 性 浴 囲 本 mo 半 の OON, 人 きま 発 ③「 さ ざこ 中 国 導 」 


| 疾 士 上 宇 地 ミ の 氏 行 と 宇 が か な し に 評 な た 
ク 二 の の あぁ 南 上 ツク の 寺 ま が 寺 よ っ が た 革 慎 っ シ 
シ で 活 子 と 四 シ ち 手 と 体 な 飛 な た ら “中 し て ャ ヤ 
ョ ッ 動 どの と で ョ 1 許 と の か 行 ん が 2 1 し ` い ミ 
ッ ひ を も 半 つの ン シ 体 に も 作っ 土 と 「 体 体 て まっ ト 
プ と ビ た 分 友人 鉛 の 詞 届 に 唱 た の も 最 目 が いた た フ 
が が デ ち を な 創 前 け 地 は で あり 人 後に ふく 手 っ つま 
^ た オ で 担 け 作 半 そ ら 球 シ すん を に 取 わ の を ん 
東 * で あ 当 ろ 活 部 レ しれ に Y よ な な 見 り ふ が 加 ) が 
京 に 見 る す 争 分 て た 煽 ミ ム 笑 いせ 組 わ よ え ぶ 次 
鷹取 た "る 動 * こ 一 違 ト 笑顔 、 て むと くる 会 第 
た り 結 皇 の を とこ し フ ビ は j、 く 様 宙 わ プ と に 
の 組 宙 は ま 真 宇 見 父 れ 子 を か ロ 基 無 
膝 ワ じ 行 地 が そ 林 和 飛 とこ 寺 の よい ま ス 先 に 
手 い は え の で 議 で 元 
順 実 う 1 て 感 き は 作 実 の 
画 こっ つっ 共 上 覚 - 品 施 台 
に シ と の 有 を は 宇 と さ 東 
は Y な 日 すす 細 交 れ 区 
ミ の 的 る 手 。 に 流 や 
卓 ト で を と て 寅 角 ます 生 訪 
影 フ あ を と 飛 作 で る 評 粗 
や 飛 る 年 で 行 に 飛 子 を 県 
術 "ます " 半 没 びき 情 の 
作 士 る ミ と 頭 出 も し 松 
の へ : ッ ツ 時 し す た た 山 
手 の 、 シ 空 た こち “市 
順 作 ョ を と と の な 
が と ン 超 きま が 意 中 
な 地 か も を いれ や ーー い 
い 上 一 六 も な 学 た 
と 和 宙 ちく た れい ぃ い 和 宙 の 
急 飛 帰り ざ の か へ た だ 
識 行 や た 人 多 み ら ご 5 _ 6 
を 士 た 和牛 シ と 加 つい 米 株 氏 が 手 に し て いる 金属 の ケー ス は 、ISS に 軽量 粘土 を 運び 
人 も の 剛 (の 際 う 作品 を 持ち 帰っ た フラ イト 品 (実物 ) 
8 は どら ト 戻 て 土 写 も 終 3 ヨ そ が が さき 偶 く て 時 
て 人 久 な 逐 フ っ ぱい ` 真 た えッ した 生ま な ` い 系 
い 企 いす さて ま 余 も ち て プ て ちん ざさ ど た る 列 
た を で まん きす つ 付 の 喜 で ワ 宮 だ ま の と だ で 
に 革 し ん が て が た き 笑 記 製 | 苔 > な よ え け 記 
違 民 ま に 何 い ん れ 顔 子 作 ク 付 ひ 文 う ば で き 
MR うち 符 あ か お も や て のど を ツウ と 作 な 北 な れ 


米 林 雄 一 

Yonebayashi Yuichi 

東京 芸術 大 学名 誉 教 授 。1942 年 東京 都 
生ま れ 。 金 沢 美術 工芸 大 、 東 京 藝 大 で 彫刻 
を 学び 、 東 京 藝 大 で 教鞭 を 切る (2008 年 
春 ま で )。「 き ぼう 」 利用 関連 で は 「 宇 宙 手 
形 ][ 宇 宙 モ デリ ング | な ど を 提案 し 、 実施 
し た 。 
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INF ロ ロ MIATION 互 
JAXA と ドイ ツ 航 空 字 宙 セン ター が 、 


人 工 衛星 に よる 
災害 監視 で 
研究 開発 協力 を 
開始 


A の 立川 敬二 理事 長 と ドイ 


6 和 9ome ター (DLR) の 


ヴァ ー ナ ー 長 官 は 、2009 年 8 月 21 
日 、 人 工 衛星 を 利用 し た 炎 害 監視 
に 係る 相 三 協 力 の 構築 に 向け た 基 
本 合意 書 に 贅 名 し まし た 。 

この 署名 は 、 東京 で 開催 され た 


幅 琴 本 サー ザー キト 画 古 
直す | DITE 


実験 の 概要 

人 @ 被 災 前 後 の 状 況 比較 の た め 、「 き 
ず な | 経由 で 陸 域 観測 技術 衛星 「 だ 
いち ] 防 災 マ ッ プ を 取得 。 

@ 災 害 情報 の 伝達: 指示 共有 を 実 
施す る た め 、 訓 練 会 場 の 離れ た 2 地 
点 に ハイ ビジ ョ ン テ レ ビ 会 議 シン ステ 
ム を 設置 。 

候 被 災 地 全体 の 状況 を 把握 する た 
め 、「 だ いち 」] が 宇宙 か ら 実際 に 撮影 
し た 高 精細 な 観測 映像 を 動画 化し 
て 地球 観測 セン ター か ら 「 き ず な ] 
経由 で 訓練 会 場 に 20Mbps で 伝 


回 引 悪 頂 章 画 遇 屋 


TE ETRI 


FaF 貞昌 日 画 暫 ri 時 中 本 
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INFO ロ RIMIATIOII 1 


HTV 技 術 実証 機 


還 放 rm 日 午前 2 時 01 分 
こ H-IB ロ ケッ ト 試 験 機 に よっ 


て 打ち 上 げ ら れ た 宇宙 ステ ー シ ョ 
ン 補 給 機 (HTV) 技術 実証 機 は 、 
約 1 週間 か け て 国際 宇宙 ステ ー 
ショ ン (ISS) に 接近 し 、 日 本 時 
間 18 日 午前 4 時 27 分 に ISS 下 
方 10m の 位置 (バー シン グ ポ イ 
ント ) に 到着 し まし た 。 4 時 51 
分 に は 、ISS クル ー が 操作 する 
ISS の ロボ ッ ト ア ー ム (SSRMS) 


4 um 
JAXA-DLR 戦略 会 合 の 機会 に bs ーー で 把持 され 、 7 時 26 分 に ISS 
行わ れ た も の で 、 両 機関 は 、 人 工 検 テ 場 地 人 炎 に と セ 当 星 よ デ 用 ンマ 加 6 貞 ーー 和 の 「 ハ ー モ ニー| (第 2 結合 部 ) 
衛星 の 更 な る 利用 促進 と 利用 研 0 の た 宮 2 間 み す 人. 実 非 寺 束 8 の 下 側 (地球 側 ) の 共通 結合 村 
究 ( 特 に 合 成 開口 レー ダ を 搭載 実 い け 仮 集 設 練 ! い の 炎 伝っ ご 超 和 CA 馬 党 直見 構 (CBM) に 取り 付け られ まし 
し た SAR 衛 星 に つい て ) を 国際 他 地 る 剖 本 合 選 可 月 青 送 計 下 作 時 衝 O と す 島 3 た 。 そ の 後 、10 時 49 分 に 電 
協力 に よっ て 進め る 必要 が ある ま 局 き に ツ つの 玉 刑 性 に 行 細 間 イ 県 了 を 用 2 終 通信 ライ ン の 接続 が 完了 し た こと 
と の 認識 を 共有 し まし た 。 今後 トル めす 左 錦 吾 和 時 電 首 い 倫 提 人 が る は 体 実 通 全 g で 、HTV 技術 実証 機 の ISS の 結 [ 
は 、 運 用 中 の | だ いち 」 (JAXA) と s 負 王 し 上 人 山 山 局 中 る し 等 型 衛 | 総 0 四 施 信 (に こ 遇 合 が 完了 し まし た 。 虹 ISS 結 合 後 の HTV 技 術 実証 機 ( 左 ) と 結合 の た め ISS に 接近 する HTV 技 術 実証 機 (NASA 提 供 ) 
TerraSAR-X (DLR) を 利用 し 財 間 て 部 に 県 市 き 大 た 馬 了 1 N 還 通 也 上 暫 G 
て 、 双 方 の SAR 衛 星 の デー タ 交 換 係 信 災 は 人 に 丈 玉 量 < 容 局 | ト 練 年 信 - 符 
を 行う 可能 件 を 検 対 し た り 、SAR わ シ 二 佑 市 直近 た の れ 時 し 用 向 に ョ 模 ニー る NNNgttivieulxsr 
デー タ の 利用 技術 に か か わる 共同 る ス 現 炎 県 二 吾 測 信箱 に の を ア 参 月 構 バ | き ぼ ぽう | 衛星 間 通 信 シ ステ ム (CS) に よる 
BEE や ヽ ゞ ニテ SSH レル テーラ ルキ ラ 
研究 を 行う な どの 陣 力 を 進め て い ) | き ば うし と 席 波 宇宙 セン ター 間 の 
く こ と と し て いま す 。 ュ = NL 三 下 外 へ ヽ 泌 た) エド 
A の 立川 敬二 理事 長 と 米国 INFORMIATION 4 三 ーー 
6 あっ ー | 全球 隆 水 観測 (GPM) 計画 に 係る mi 駅 通信 に 成功 
空 宇宙 局 (NASA) の チャ 開 人 . 運 用 協力 で 
ルズ ・ ボ ー ル デン 長官 は 、 米国 フ | で 。 を ス が を N* め に て ゆう ま て ミィ 人 
ロリ ダ 州 の ケネディ 宇宙 セン ター | NASA と 全 1 と 前 3 イ ァ を 間 欄 近 中 て C な 和合 し 日 
で 2009 年 7 月 31 日 (日 本 時 間 ) 、 本 解 覚書 を 締結 ま シ れ し A ト ! で 試 術 用 と い 験 321A 
地球 全体 の 隆 水 (や 雪 ) を 税 数 年 見 吉 を 測 哨 ドン よ 多 コツ 訓 は 四 制 溢 用 争う の 
の 代 衛 早 を 使っ て 観測 する 全球 ? と り 波 ンズ 継 米 信 記 宣 手 い 胃 ッ 叶 日 
隆 水 観測 (GPM) 計画 の 開発 と の 日 に ツ 地 作 国 に と と 宙 て 曽 ぼ 上 令 
本 運用 活動 に 関す る 協力 内 容 を 定め 上 す うそ 上 る の 全 ま を 剛 と ゃ 通え 2 條 科 
合意 書 に 立川 理事 長 ( 左 ) と SEE 通 いて 千 局 の に 本 生 2 5 信 | 日 国 の 
アァ ー ナ ーDLR 長 家 ( 右 ) た 解党 書 を 締結 し まし た 。 代 国 いも る デ R ま を を 人 人 際 2 
これ まで JAXA は 、NASA と が 際 ま ン 入 1 し 経 デ ービス に 実 字 0 
共同 開発 の 熱帯 降雨 観測 衛星 可 手 レタ 上 2 回 と 見 う 抽 電 0 
TRMM で 、 幸也 の 人 則 邊 細 2 還 2 
を 行っ て きま し た 。 GPM 計画 で 誤 還 還 計 中 提 O ぃ の 
は 、 複 数 の 人 工 衛星 に 搭載 され 閉 名 下 で 押手 す る ボール テン NASA 胡 (お ) う 」 般 内 実験 室 の 搭載 】 中 ググ 人 
9 る セン サー の 取得 デー タ を 解析 ー 1 9 デザ タ 中 投 和 生 ISS [ き ぼ ぽう ] TDRsS 
する こと で 、 熱帯 に 限ら ず 地球 om 画 ぇ ュー . ぼう ] 和 外 実験 プラ ッ ト ーー 
宇 家 研 開発 機構 機関 徒 No.028 規模 の 降水 観測 を 行い ます 。 こ の 1 | ee フォ ー ム に 設置 され た 
ョ ト 、 1 GPI ICS 機 器 
発行 條 画 多 JAXA( 中 宙 衣 空 研究 開発 機構 上 時 画 の 中 心 と な る GPM 主 衛星 。 本 ma 。 * 時 
上 人 近日 相 癌 フォ ー ラ ム 衛星 (2013 年 度 H-IA ロケ ッ ト 2 | キー 
デザ イン 欠 Better Days ょ Fa 中 筑波 字 宙 セン ター ンズ 地上 局 
軸 有 本 株 会社 ビー シー シー で 打ち 上 げ 予 定 ) は 、JAXA と 、 琶 時 > 人 用 和 制 M「 0 
2009 年 10 月 1 日 発生 NASA の 共同 開発 で あり 、 JAXA < 。 ] 
JA 編集 委 員 人 は 情報 通信 研究 機構 (NICT) と (周波 了 水 レー タダ) | 豆 
SAR の 匠 同 で 、 指 載 する 二 膨 没 際 水 レ ー ア 


ダ (DPR) を 開発 し ます 。 


委員 阪本 成一 / 寺 門 和 夫 / 喜 多 充 成 5 ミコ 
顧問 山根 一 臣 「 き ぼう 」 と の 通信 
TDRS、 ホ ワイ ト サ ン ズ 地 上 局 、 ジ ョ ン ソ ン 宇 宙 セ ンタ ー、 
マー シャ ル 宇 宙 セン ター の 画像 は NASA 提 供 


ジョ ン ソ ン 宇 宙 セ ンタ 


マー シャ ル 宇 宙 セ ンタ 


だ いち の 選りすぐり 画像 を 
一 覧 で きる 

陸 電 観測 技術 衛星 「 だ いち 」 は 、 地 上 700km か ら 
地球 を 観測 し て いる 衛星 で 、 地 図 作成 や 世界 遺産 の 監 
視 、 地 震 や 洪水 時 の 被害 状況 の 把握 な ど 、 さ ま ざ ま な 
場面 で 利用 され て いま す 。 

「 だ いち 画像 ギャ ラリ ー] で は 、 こ の 「 だ いち | が 
観測 し た 選りすぐり の 観測 画像 を 公開 し て いま す 。 

「 世 界 の 景観 ] の コー ナー を 見 る と 、 不 思 議 な 形 を 
し た 島 や 半島 、 微 妙 な グラ デー ショ ン を 見 せる 海 、 宇 
宙 か ら 見 下ろ し た 山 な ど 、 ふ だ ん 見 る こと の で き な い 
地球 の 自然 の 姿 に 驚 情 し 、 そ の 色合い に 癒さ れ て いく 


こと で 


EE 


し ょ う 。 


分 、 種 子 島 宇宙 セン 

が 打ち 上 が り ま し た 。 

] 未 明 の 時 間 帯 に も か か わら 

『] を 見 守っ て くれ まし た 。 写真 

は 、 長 か ら 望 む お 打ち上げ シ ー ン 。H-IB ロ 
ケッ ト が 低い 村 に 飛び 込み 、 噴 炎 が 周囲 を 明る く 照 ら 


し で いま す 。 近 景 に 広がる た くさ ん の 小さ な あか り は 、 


デシ ジタル カメ ラ や 携帯 電話 の 液晶 画面 の よう で す 。 
(写真 提供 南種子 町 ) 


Ti 


* 選 料 W 」 人 革 人 ト に 
画 :。 


本 


「 環 境 間 題 |] の コー ナー で は 、 流 水 や 氷河 が 後退 し 
て いる 様子 や 砂漠 化 が 進行 し て いる 様子 が 見 て と れ 、 


私 た ち に 地球 環境 の 大 切 さ 
を 訴え て くる よう で す 。 

「 ス ライ ド シ ョ ー」 で は 、 ー- 
BGM 付き で 、 自動 的 に 次 々 
と 画像 を ご 覧 いた だ く こ と 


が で きま す 。 


ぜひ 一 度 、 宇 宙 か ら 見 た 
地球 の 顔 を ご 覧 に な っ て み 


て くだ 


さい 。 


の 
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